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塩界圧力 Pc=1660±20bar,臨界密度 d｡-5･6±0･4g/cm3であるO密度の圧力 ･温度依
存性から,等温圧縮率 βT･熱膨張係数 αpの臨界点近傍での密度依存性が得られた｡
電気伝導度の一定圧力下での密度依存性は,d～9g/C適で0-400(Bcm)~1から,d～4
g/cm3で0-10~2(9cm)-1-と急激に減少する｡また熱起電力Sは,密度の減少とともに半
導体的な大な負の値をとるようになるが,さらに密度を減ずると突如正の値-と変化する｡こ
の急激な変化の起こる密度は,圧力によらず約 4.6g/cm3で,その領域はほぼ飽和蒸気圧曲線
JT'延長上にあることがわかった｡
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